
武蔵野市立第一中学校改築基本計画 基本方針・整備方針について 

 

◆基本方針について 

 第一中学校の特徴や伝統、文化を生かしながら改築事業を行うための方針を「基本方

針」として定めます。 

 

 

基本方針（案） 
 ①生徒の自主的な活動を支援し、多様性に応える柔軟な施設 

 ②地域のシンボルとして、様々な交流・連携を育む学校 

 

 

 基本方針（案）検討のためのキーワード 

 ①生徒会（まじめはかっこいい、僕らの一中など）、朝読書、集団演技、エコールーム、 

手話部、潤い、ゆとり 

②中央コミセンとの連携、一中フェスタ、文化会館と音楽、音楽ホール、伝統、思い出 
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◆整備方針について 

 次年度以降に進める設計に反映させるため、武蔵野市学校施設整備基本計画（以下「計

画」という。）を基本とし、学校関係者や懇談会の意見を元に、計画の具体化や第一中

学校がこれまで行ってきた教育活動や活動を支える施設などの独自性を踏まえ、「武蔵

野市立第一中学校改築事業の整備方針」として整理します。 

 

（１）学習や教育の変化に対応し、主体的・対話的な学びができる施設 

[計画で掲げている項目] 

ア 多様な学習形態を可能とする教室・教室まわり 

イ 主体的な学習活動を支援するラーニング・コモンズの整備 

ウ ＩＣＴ環境の充実 

エ 教科教育の充実のための特別教室・特別教室まわり 

オ 学校環境の変化に柔軟に対応できる施設計画 

カ インクルーシブ教育システムの構築に資する施設 

 

[関連するアンケート結果] 

＜保護者＞ 

・ 展示室・プレゼンルーム、作品展示スペース 

・ 音楽ホール、合唱、エコールーム 

＜生徒＞ 

・ もっと広い教室、自習室（仕切り付き、学年ごと） 

・ 黒板、プリントを貼れる壁、一中目標ポスターの掲示 

・ 本が多い図書室、自由に使えるコンピュータ室 

・ 学年集会ができるギャラリー、ピアノがある多目的室、音楽ホール 

・ エコールーム、生徒会室、外廊下、校舎のベランダ・テラス 

 

（２）安全でゆとりのある施設 

[計画で掲げている項目] 

ア ゆとりと潤いのある生活の場 

イ 健康に配慮した計画 

ウ 体力向上のための十分な運動用空間の確保 

エ 自然災害に対する安全性の確保 

オ 安全・防犯への対応 

カ バリアフリーな施設 

キ 環境との共生 

ク 自校調理施設の整備（小学校） 

ケ カウンセリングの充実のための施設 

 

[関連するアンケート結果] 

＜保護者＞ 



・ 冷水機、くつろぎスペース 

・ 再生可能エネルギーを身近にかんじられる設備、ビオトープ 

・ 階段(段差)のないフラットな建物、洋式トイレ 

・ 更衣室、トレーニングルーム 

＜生徒＞ 

・ 校庭の植物、池、自然関係、桜の木、ビオトープ、植物園、 

・ 芝生、人工芝、ウッドデッキ（教室の庭のようなもの） 

・ ベンチ、誰でもトイレ 

・ 大きい体育館、武道場、ランニングコース、可動式屋根のプール、温水プー

ル、シャワー室 

・ 生徒が使える練習やミーティング用の部屋、食堂、カフェテリア、集会室、

談話室 

・ 男子・女子更衣室 

 

（３）地域のつながりを育てる施設 

[計画で掲げている項目] 

ア 学校・家庭・地域の連携・協働を支える施設 

イ 地域における児童福祉の場となる施設 

ウ 地域の避難所となる施設 

エ 複合化への対応 

オ 学校開放（多機能化）のための施設環境の整備 

カ 施設に調和し愛される施設 

 

[関連するアンケート結果] 

＜保護者＞ 

・ 中央コミュニティセンターとの連携、地域との交流ラウンジ 

・ 体が不自由な方・持病がある方も安心して避難できる 

・ 地域の方も利用出来る場、工房、屋内プール、体育施設 


